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体育心理学研究会会報
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国際スポーツ心理学シンポジュー込の記

、日本大学藤田厚

去る1979年9月7日に、東京都三田3-12-12にある笹川記念館において、日

本スポーツ心理学会第6回大会と組合せて、国際スポーツ心理学シンポジュームが

開催された。外国から招待された演者は、国際スポーツ心理学会会長腿.Vanek

仔エコスロパキヤ。チャールズ大学教授）、同事務局長H・Rieder(西ドイツ，

ハイデルベルグ大学教授）、同理事会メンバー、J.Salmela(カナダ，モントリオ

ール大学教授）、R･Singer(アメリカ，フロリダ州立大学教授）であり、日本か

らは松田岩男概波大学教濁がこれに加わった。司会は末利博椋笥敬育大学

教授）と藤田厚（日本大学教勘が担当した。

この国際スポーツ心理学シンポS之-弓ムには以上の4名の招待演者の外に、外国

からはD・顕rris(アメリカ）、C.01szewska(ポーランド）、N・Fhudadov(ソ連）

A・SedoV(ソ連）の4人の外に台湾から6人が参加していた。

この国際スポーツ心理学シンポSた戸△をわが国で開催することになったのは、

去る、1976年のモントリオールオリンピックの際、7月皿～15日にケベック市で

開際された、身体運動科学会議1976(Theinternationalcongressofphysical

activitysciencel976)、でVanek&Riederから申し込みを受けたからである。

国際スポーツ心理学会では名誉会長、会長、副会長、事務局長の4人の外に世界

各国からの代表12人が理事会メンバーを構成しており、これらの理事たちが回り

持ちで毎年理事会の開催地を世話し、開催国は航空運賃以外の一切の滞在雷を負

担することになっている。わが日本スポーツ心理学会からは、松田を代表として

理事会に送ってあるので、たまたま、カナダの国際会議に出席していた私を通じ

て公式の申し込みを受けた訳である。

日本スポーツ心1塁学会としては、多額の費用の要ることでもあり、当惑したが

、世界におけるわが国の立場を考えて、寄付金を集めるなどの方策を構ずるにし

てもとに角この開催を引受けようということになった。それで、1976年の12月に

公式の回答を送り、更に、翌年の1977年10月3～9日にチェコスロバキヤの主都
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プラハで開催された、国際スポーツ心理学会第4回世界大会の際の理事会で1979

年9月上旬に、国際スポーツ心理学会理事会を東京で開催し、その際に、日本ス

ポーツ心理学会第6回大会と組合せた形で国際スポーツ心理学会シンポジュームを

開催し、上記理事会のメンバーのうち若干名を演者としてお願いする旨を申し入

れて、了承されたのである。

このようにして、1W9年の9月7日の午後2時から国際的なシンポジュームが

開催されたが、演者の講演は次のようなものであった。Vanek:meactualpsy-
chicandthepossibilityofitsregulation,Rieder:Improvingathletic

counselingthroughpsycholo",松田岩男：スポーツマンの達成動機について、
Salmela:Sportpsychology,sportscienceandsPortperformance,Singer:
Researchinsportpsychologyであった。

当日は演者の講演内容を、予め送られて来てあったテキストによって日本人参
加者のために翻訳した資料を用意し、外国人には英文の資料を配布して、講演の
際は末利の司会で、後半の討論は藤田の司会で、それぞれの演者の発言と参加者
の発言には、栗本閲夫(順天堂大学)、波多野藷朗(東京学芸大学)、池田並子慨波
大学)、猪俣公宏(名古屋大学)の各氏に通訳をお願いして、シンポジュームが進め
られた。

紙面の都合で、講演および討論の内容を紹介できないのば残念であるが、100名
余りの参加者との間で盛んな討論が展開し、シンポジュームば全体として成功の
うちに終ったことを付記しておく。

運動心理学講話会について

名古屋大学猪俣公宏

この会は日ごろ、中京地区で体育、スポーツあるいは、身体活動の心理学的研
究に興味を持っている者が、お互いの研究領域を紹介しながら相互に知識を深め
る勉強会を持ちたいという要望の結果、生れたものです。略してrウンシン会」
と呼んでいますが、まだ産雰芸をあげたばかりで特別な会則も会費もありません。
約15名が月1回ほど集まり、毎回、原則として1人が発表者になり、その後、取
りあげたテーマを中心に自主討論をするようにしています。以下は今まで発表さ
れたテーマとその要塑を、難麦順にそれぞれのスピーカーにまとめてもらったも
のです。

米国におけるスポーツ・体育の心理学的研究の流れと問題点
名 古 屋 大 学 猪 俣 公 宏

米国での主な研究の系譜と特色について述べられ、その中で、実験心理学的な
研究が主流をなしてきたため法則的事実の検証に力が注がれ、応用的な面の発展
がソ連、東欧などに比べて遅れている傾向が指摘された。
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英国のUniVerstyofReadingにおける心理学的研究について

南 山 大 学 寺 田 邦 昭

視覚研究を中心的テーマとして約1年半にわたる研究生活を送る中でE罰画した

日常生活、あるいは研究遂行上の問題にふれ、さらに手がけた実験のうち特に、

Cancelationtheoryに基づいた動作と視覚野のstabilityについて具体的な説

明を加えた。（この研究は、日本体育学会髭30回大会で報告する予定である。）
達成動機研究の動向

、名古屋大学西田保

達成動擬研究の流れと動行について紹介された後、（1）達成動磯の概念、

（2）達成動機の測定法、(3)AtkinSon.J｡Wの達成動機理論とその検証実験、

（4）達成動機に関連する言翫肝究侭源及び発達、学業、遂行水準、親和動機、目
標設定行動、根気、成功回避動擬、原因帰属理論、達成勧擬づけ訓絢について

発表がなされた。その後、達威動機と運動との関系について討論され、両者を媒

介する要因として個人の持つ「価個讓」の重要性が指摘されるとともに、達成動

機理論の身体的トレーニングへの応用可能性も示唆された。
Banduraのモデリング理論の概観と運動技舘学習への応用

名 古 屋 工 業 大 学 伊 藤 政 展

主たる内容は、まず、教育機器の導入によって運動技能の学習を効率化しよう

する試みが増加してきているが、これらの学習過程に影騨をおよぼす要因の分析

を行ううえで、モデリング理論は極めて有効な理論であることを才副商し、特にモ

デリング現象を支配する4つの下位過程についての詳細な説明を行った。次に、

具体的に運動技能の観察学習について検討を加えたLRndersetalの文献(J.
MOt・BehaV.,1973)を参考に、観察困難な運動課題の学習についてもこの理論が

適用されるかどうかといったモデリング理論の効用と限界に関する討論がなされ
た。

Wsenckのパーソナリティ理論の運動場面への適用について

中 京 女 子 大 学 岡 沢 祥 訓

WSenckのパーソナリティ理論における向性（内向一外剛には内向者が外向

者よりも興奮しやすく、反応禁止の畜積がされにくく条件づけられやすいという

生物学的基礎が存在する。この町senck理論の妥当性について討論された後、以

上の理論から導かれる借麓である、（1）運動特性、（2）感覚刺激に対するト

レランス、（3）競争効果と向性の問題について討義がなされた。ここでは実験

が行なわれた状況によって異なった結果が得られているという問題があり、酎一

senRk理論には適用の限界が存在することが指摘された。

研究の発表は深さと拡がりの座標上で展開されるわけですが、特に学際的な領

域では両者のバランスをとるのが大変難しく、我々の悩みの一つでもあります。
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本会が少しでもこうした悩みの解決に役立ってくれればと考えています。その為

にも地域や狭い意味での専門などの閉鎖性にとらわれることなく会を進めていき

たいというのが全員の考え方です。興味をお持ちの方はいつでもご参加ください。

198岬代を展望する体育心理学研究の謝謹

一実践と理論の統一をめざして－

専門分科会事務局日本体育大学円田善英

体育心理学とはなにか。体育学の構造の中に体育心理がどのように位置づけら

れ、認識されているのであろうか。それをふまえたうえで、あらためて体育心理

とはなにかを問い直すことは、1980年代の体育心理学研究を展望するうえで、き

わめて基本的な問題ではないだろうか。周知のように、体育心理が学問．研究の

対象であることは、体育・スポーツにかかわる子ども．青年の身心を発達させる
科学を、どのようなものとしてとらえるのかという問題でもある。
ところで、これまで一般の諸科学における実用主義や実証主義といわれる科学

観の問題には、両者の固有の性質として、いつも「なんのための科学か」という
ことを問題にしなかった。

そこで、私は、まず体育心理学を研究していく出発点として、体育。スポーツ
の実践現場では、なにが問題になり、どのような研究が期待されているかを明ら
かにすることが重要であると思うOそのなかで、本学会の体育心理分科会が正面
b》ら応えていく問題や課題はいったvmなにかを、究明することであると私は思う
刀である。なぜなら、体育○スポーツの実践の問題点が鮮明になり、それに応え
るための研究は体育心理学の研究成果が十分なされていないところに、実践と理
論の分裂が生じていると考えるからである。
この問題を解決し、体育心理学の研究を正しく発展させていくためには、少＜

ども次の4つの問題について検討することが必要であろう。
第1は体育心理学研究の独自の役割と固有の課題を明らかにすること。
第2は実践と理論の相互関連のなかで、体育心理の内容とその質を問い直して

ハくこと。

第3ば、体育・スポーツの実践における体育心理学的研究の位置づけと、その
浸拠を鮮明にすること。

第4は、体育心理学はそもそもなにを明らかにする科学なのかを問うと同時に、
卦学としての体育心理学の構造を究明していくこと。
もし、このように問題を考えることができるとするなら、本大会のシンポジュ

ームのテーマでは、第2の問題と関連して、体育心理学研究における実践と理論

との結合のメカニズムを明らかにすることが、最も重要な課題ではなかろうか。

さらに、これを実践と研究の関係について述べるなら、研究俣劉は、認識の－

陛化の過程であるが、実践は、一般化された認識を実践に適用して、現実樹勤
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を変革する行為であるがゆえに、これは特殊化の過程である。しかしながら、そ

の両過程は本来、翻妾不可分の統一体としてとらえるところに、現実に生きてい

る人間の人格発達に結びついた研究が可能になるのである。ここには、体育心理
学の研究謝琶が、謡識と行動のメカニズムを究明せざるをえない重要な意味をみ
いだすことができる。そして、体育心理に関する蔑織と行動の追究は、じつは身

体及び運動の能力・発達○学習の問題を明らかにしていくことでもある。
さて、本大会のシンポジュームのテーマは「違動学習研究の諸問題｣－理論と

実践のかかわりあい－である。末利博氏(京都教育大学)は、その提案理由のなか

で、「研究が体育の場で検証され、それが研究にフィードバックするといった研
究と実践のダイナミックに機能し合う」ことの重要性を擶育されているが、この
点大いに注目されるところである。

したがって、本大会のシンポジュームは、末利氏の提案を回転軸として、松田
岩男氏概波大学)、阪田尚彦氏(岡山大学)、千駄忠至氏(東教大附属桃山小学校）
の三氏から､､ユニークな問題提起がなされているので、これを契機に1980年代の

体育心理学研究の方向を明らかにしていきたいものであるO

会員の移動（昭和54年10月1日現劃

（1）新入会員

山下博0順正短大）〒701-02岡山市山田1－136

寺田邦昭（南山大学）〒463名古屋市守山図II字東山2901

武田徹（中京大学）〒468名古屋市天白区天白町平針向ノ山1685-16

円田善英（日体大）〒214川崎市多摩区生田8601-19
（2）住所及び勤務先変更

池田二三夫（広島大）〒735安芸郡府中町本町2－10－4

石井源信（中京女子大→東京工大）

今村義正（東海大）〒228相模原市上鶴間5－6－1－209

岡沢祥訓（日女体大→中京女子大）

小黒ウタ（奈良教育大）〒63o奈良市法蓮町佐保田596－3

海野孝（東京女子体育大→筑波大）〒鋤0－31新治郡桜村並木2-114-202

賀川昌明（お茶水女子大附属中・高等学樹〒175板橋区成増1－5－11
相互マンション

笠井達哉（日本大大学院→国士館大)〒194町田市木曽町220-1-2-103

工藤孝義（東北歯大一･福島大）〒960福島市東浜町19－19東浜ハイツ1-2号

久保玄次榔立足立高等保母学院→愛競力

北岡和彦順天堂大学暁→武蔵野女子大）〒189東村山市萩山4－4－17

田中荘
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小林篤（名古屋大総合保健体育科センター→奈良女子大）〒63o奈良市北小
路町奈良女子大宿舎

阪田尚彦（岡山大）〒7m岡山市津島中1－3画－5“

千獄忠至（京都教育大附属桃山小）〒612京都市伏見区奉行前町桃山合同宿
舎123号

竹信武（東京工業旬〒243-02厚木市露尾1－8-10

調枝孝治（広島大総合科学細〒739-83広島市瀞罰II町中町850-25

寺本キミヨ侭教大一仁名古屋自由学院短大）〒453名古屋市中村区二灘］
1－2千成ハイツ507号

兵頭寛優鍛大）〒790松山市桑野町北吉井901愛大宿舎243

麓信義（東京大大学院→弘前大）〒036弘前市大字松原東3－15－13
左 藤住宅c号

南貞己（埼玉大→鹿児島大）〒890鹿児島市鴨池1-57-9

米川直樹（東京教育大大学院→山口女子大）〒753山口市芝崎町9－16

コーボラス芝崎2号室

和田尚（大阪大）〒56o藤井寺市春日丘3－3－13

お知らせ

1．本年度の体育心理専門分科会の聡会を、大会第1日目（10月11日）のシン

ポジュームのあと開きたいと思っています。ぜひ多数のご参加をお願いします。
2．本年の大会論文集の中でシンポジュームの松田岩男先生の原稿が大変読み

づらくなっています。この原因は本

事務局のミスによるものですので、
当日シンポジュームの際、鮮明なも

のを配布したいと考えています。

3．「住所変更」のコーナーをみ

ておわかりのように所属や住所の変

更が多く、新しい会員名簿の作成が

困難となっています。つきましては

「変更」のある方は大会当日にでも

事務局の西條へお知らせ下さい。
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追加（「お知らせ」のコーナーに、4番目の項目として）

4．「体育学研究｣.の編集委員長として松田岩男（筑波大）、審査員として
副博（京教ガ、平田久雄（東京大）、加賀秀雄慨波大）の各先年流伝書末利博（京叡大ノ、平出丞唾I果皐八ノ、〃u貢港唾（跳波大）の各先生が体育

学会の常務理事会で決定しました。
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